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日本文理大学附属高等学校

新校舎完成！
仲間や地域とつながる

未来をつくる学び舎、誕生。

これまでの軌跡 これからの奇跡
－日本文理大学附属高等学校 創立60周年レポート －

卒業生インタビュー
文理学園いまむかし、そして未来へ
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2016年7月に完成を迎えた新校舎。設計コンセプトは「つ
ながり」。学年ごとに階を分けず、１年生から３年生までの
教室を同じフロアに設置。先生や生徒、地域の方々との交
流の場として、エントランスにフリースペースを設けました。
「つながる」喜び、楽しさ、充実感とその必要性が感じられ
る学びの場です。

日本文理大学附属高等学校の新校舎

文理学園校友会 

日本文理大学附属高等学校
創 立 6 0 周 年 記 念 事 業

第49回 一木祭開催！
日本文理大学

テーマ 環 ～こころをひとつに～
わ

学生たちの「人間力」の発表の場！
大きなパワーが地域を盛り上げる！

【開催日時】　2016年10月15日（土）・16日（日）

ＮＢＵの一大イベントである学園祭「一木祭」。
毎年10月に開催され、学生がすべてをプロデュース。
各学部・学科のイベント、恩師との再会、在学生との交流など、
卒業生の皆様にとって母校を訪れるまたとない機会です。
ご家族、ご友人をお誘い合わせの上、ぜひお越し下さい！

企画予定

10/15（土）●紙飛行機大会（一般参加型）
●みどり幼稚園マーチング
●ビンゴ大会（一般参加型）

10/15（土）・16（日） 両日開催

10/16（日）●お笑いライブ
●大抽選会（一般参加型）
●働くクルマ展示（自衛隊車両、警察車両、
　消防車両、本学防犯パトロール活動の展示等）

●お仕事体験ランド　
●チアリーディング部公演
●こども広場
●ステージ（学生）企画

※都合により変更になる場合があります

2015年度（昨年度）の様子



　2015年、日本文理大学附属高等学校は創立60周年を迎え、記念行事が開催されました。一連の記念行事のテーマは、「こ
れまでの軌跡 これからの奇跡」。この言葉には、60年という長い年月をかけ、先輩方によって受け継がれてきた伝統と栄光
の数々を、これからの在校生が努力を重ね、もっと磨き上げていこうという思いが込められています。今回は、祝賀会まで盛
大に行われた「創立60周年記念式典」、世界をまたにかけて活躍されている興梠寛先生を講師にお招きした「創立60周年記
念特別講演会」、そして待望の「新校舎落成式」の様子をご報告します。

これまでの軌跡 これからの奇跡
－日本文理大学附属高等学校  創立60周年レポート  －

記念式典 在校生代表挨拶記念式典講演 講師の木田先生記念式典 大分県知事祝辞 落成式 生徒会長挨拶記念講演 講師の興梠先生 明るく、広々とした新校舎のフリースペース

創立60周年記念式典　̶ 2015年10月10日

　2015年10月10日、日本文理大学附属高等学校の創立60周
年記念を祝う式典と祝賀会が開催されました。式典は、多くの来
賓の方々と卒業生の皆さん、そして在校生が集うたいへん盛大な
雰囲気のなかで始まり、まず来賓の広瀬勝貞大分県知事、田中
利明大分県議会議長、西嶋泰義佐伯市長よりご祝辞をいただきま
した。なかでも広瀬大分県知事は、本校の歴史を振り返りながら、
産学一致教育や、高大接続をいち早く実行してきたことの素晴ら
しさについて述べられました。また、少子高齢化、人口減少、グ
ローバリゼーション、情報技術の発達など大きな変化があるこの
時代に、それを新しいチャンスととらえ、建学の精神を思いなが
ら可能性を伸ばすこと、それによって地域や国に貢献できるよう
な人材に学生が育っていくことへ期待する言葉が盛り込まれてお
り、とても心に残りました。
　次に、現在は熊本大学大学院自然科学研究科教授としてご活
躍で、1990（平成２）年卒業の木田徹也先生を講師にお招きし
た卒業生記念講演がありました。木田先生は、普通科の33回生
で、「後輩に告ぐ!! 夢と希望をもて。」と題した講演の内容は、在
学時の思い出や在校生へのメッセージが中心でした。難関大学を
目指して授業時間以外も常に問題集を持ち歩き、当時はまだ特進
コースがなかったため先生が文化クラブ扱いで進学教科をつくり
特別指導をしてくれたことや、みごと九州大学に合格した際には、
校舎に垂れ幕をおろしてもらったことが非常に嬉しい出来事だっ
たと振り返ってくださいました。そして、目標を持つこと、目標に
対する確かな意志をもち自分の限界を超える努力をすること、親

へ感謝をすることの必要性や、実用性のある英語を身に着けて世
界を広げることの大切さについて熱いメッセージをいただき、た
いへん励みになりました。
　最後に、在校生を代表して小川朋佳さんが挨拶を述べました。
これまでの軌跡に思いを馳せ、校訓である「自立・勤勉・敬愛」
の精神の下ですべての生徒が過ごしてきたという伝統の重さとつ
ながりの強さを感じたという小川さんは、自身が最上級生となっ
た今、挨拶10ヶ条の取り組みなど、「小さな一歩を歩むことによっ
て大きな伝統につなげていきたい。そして、大好きな日本文理大
学附属高等学校のかけがえのない思い出と校訓を胸に、これから
も羽ばたいていきたい」と決意を新たにしました。

「少年から大人へ」
創立60周年記念特別講演会
̶ 2015年11月21日

　記念式典から1ヶ月後の11月21日、興梠寛先生を講師にお迎
えして「若者が地域社会で学ぶ必要性～少年から大人へ」という
テーマの特別講演会が行われました。この講演会は、文理学園
で取り組んでいる地域と連携した教育、地域をフィールドとした
教育について、造詣の深い興梠先生をお招きし、開催しました。
本校ではデジタル世代の若者だからこそ体験学習が重要であると
考え、地域の方々にも教育への参画をお願いしています。
　講師の興梠先生は、新聞記者として世界各国を取材した経験
や、ボランティア活動、NGOの調査研究をはじめ人材育成計画、
国際協力事業に携わった経歴をお持ちで、現在は昭和女子大学

グローバルビジネス学部の特任教授、コミュニティサービスラー
ニングセンター長として活躍されています。
　前半は、特任教授を務めている昭和女子大学附属高校の生徒
と大学生を連れて、タイとミャンマーの国境地帯でホームステイ
をしながらボランティア活動を行ったときの話をお聞かせくださ
いました。電気もお湯もない土地で異文化にいち早く適応できる
のは、物事をポジティブに考えられる高校生なのだそうです。ポ
ジティブな考え方の先に学びがあるというお話が、前向きな気持
ちにさせてくれました。
　そして後半は、今求められている教育について、興梠先生は「日
本の教育の中でいちばん必要なことは、学校と地域社会が協力す
ること。地域の人たちが学校に先生として参加して、さまざまな
経験や体験をさせてあげることだ」とおっしゃっていました。同
時に、若者が地域に積極的に出て行き、いろんな人や物事と触
れ合うことも大切だと感じました。今後、高校の授業には「公共」
という新しい科目が取り入れられますが、これは、学校で得る知
識や情報は自分のためだけではなく社会のために活かすものであ
ることを学ぶ教科だそうです。「過疎化が進む地方には、若者の
学びの場がたくさんあります。その魅力を若者の職につなげれば、
地域は活性化すると思うのです」という興梠先生の言葉を聞いて、
積極的に地域とつながり、地域に貢献できる人材育成を進めてい
くことの必要性を改めて感じました。そして、大分県内外でご活
躍の卒業生の皆さまや地域の方々からお力添えをいただけるとと
てもありがたいと思いました。

新校舎落成式　̶ 2016年7月27日

　1964（昭和39）年に建てられた旧校舎が重要な役目を終え、
昨年（2015年）竣工した新校舎が完成し、2016年7月27日
に落成式と祝賀会が執り行われました。
　新校舎建設のコンセプトは「つながり」です。１年生から３年
生までの教室を同じフロアに設置し、さらに先生や生徒、地域の
皆さまの交流の場としてエントランスにフリースペースが設けられ
ています。
　落成式では、菅貞淑理事長より新校舎建設にあたりご協力いた
だいた関係者の皆さまにお礼が述べられました。開放的な雰囲気
になるように設計された新校舎が、生徒同士、先生や地域の皆さ
んがつながり、交流を深め、新しいコミュニケーションが生まれ

育まれていく場となることへの期待を寄せた菅理事長はまた、人
や情報とのつながりがインターネットを通してデジタルでつながる
時代に、直接的な体験学習でリアルな世界観や社会観を十分に
味わい、人間性や社会性を培っていく「人間力教育」が、豊かな
自然環境と地域を愛する人々がいるこの佐伯の地だからこそでき
るとおっしゃいました。「この佐伯、日本文理大学附属高等学校
を居場所として、仲間や先生、そして地域の方々とつながること
の楽しさ、充実感と必要性を感じ、様々なことに挑戦してもらい
たい」という言葉に、身が引き締まる思いでした。
　最後に、生徒会長の日高諒さんの挨拶で落成式を締めくくりま
した。
　「落成式にあたり、生徒代表としてご挨拶を申し上げます。日に
日に形になっていく新校舎を見ながら、期待と緊張が高まってい
くのを感じてきた1年でしたが、本日ここに、いよいよ新たなス
タートを切れることに、何より喜びを感じています。
　それと同時に、多くの卒業生・在校生の思い出がたくさん詰まっ
た旧校舎との別れが近づいていることには、名残惜しい思いが
いっぱいです。
　多くの先輩方が守ってきた本校の歴史を、新校舎とともに歩む
一期生としてさらに発展させ、改めてよき伝統を築き上げていき
たいと思います。また、今後ここで学ぶことになる生徒のたくさ
んの笑顔の花が咲くような活動をしていきたいと思います。新校
舎を私たちのために用意していただいた全ての方々、直接携わっ
ていただいた工事関係者の方々への感謝の気持ちをもって、勉強
や部活動の充実のため、生徒一同大切に使わせていただきます。
　最後に、この恵まれた環境の中で、ここまで支えていただいた
地域の方々とつながる場として、そして自分たちの未来へとつな
げていく場として、新校舎を活用していくことを誓い、生徒代表
のご挨拶とさせていただきます。」

　これらの創立60周年記念行事を通じて、多くの卒業生の方々
と交流を深めることができました。これまでの60年の伝統を継
承し、新校舎において仲間や先生、地域の皆様とつながる教育
を進めていきます。文理学園の建学の精神である「産学一致」
を胸に輝かしい未来を見つめて、卒業生・在校生・地域の皆様・
教職員一同が連携し、地域の人材育成の拠点として高大接続を推
進し、新しい一歩を踏み出します。卒業生の皆様にも今後一層の
ご協力をお願いします。
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36年間の国防の任を終えて

　昨年の８月に国防の任
を終え陸上自衛隊を退
官、株式会社日本製鋼
所に顧問として入社しま
した。振り返ればあっと
いう間の36年間でした。
特に思い出深い経験は、
1985年に日本で初めて
実施された日米共同実動
訓練（ＦＴＸ）に若手幹
部として参加したことで
す。東富士演習場にお
いて約3,000名の日米
の隊員達が互いに助け
合い、協力し合いながら
作戦を進めていく実動訓
練であり、日米の信頼
関係の重要性を肌で感じ
ました。

「責務の完遂」、そして人に優しく

　特に、東部方面総監部時代、朝霞駐屯地での観閲行進で当時
の菅総理大臣や北澤防衛大臣をお迎えしたこと、陸上幕僚副長
として部隊を派遣した南スーダンに赴き、内戦が勃発するさなか
隊員たちと共に過ごした時間は忘れられません。任務の間は常に
「責務の完遂」という言葉を肝に銘じていました。さらに仕事に
は厳しく、人には優しくというのも大切だと思います。

希望を失わなければ、夢は成就する

　陸上自衛隊時代は数々の重責を担ってきましたが、学生時代に
も応援団や学友会の総務委員会副委員長を務めていましたね。応
援団には、身長が高かったので無理矢理入団させられました（笑）。
印象に残っているのは、先輩たちから「勉強に励みなさい」と教
えられたこと。大学はまず勉強をする場所であり、思い出をつく
る場所であり、サークルも積極的に経験したほうが良いと思いま
す。先生たちにも自分から溶け込み、就職後も母校に訪ねて行っ
てほしいですね。夢は必ず成就します。希望を抱き、信念を持て
ば夢は必ず実現することを忘れずに前へ進んでほしいと思います。

努力して信頼を得ることの大切さ

　よく一般の方から「自衛隊で出世するには？」と聞かれます。
自衛隊に限らずどんな職でも共通することがあり、それは真面目
に努力して信頼を得ることです。旧日本陸軍の名将今村均大将曰
く、戦場で立派な人間は「何より真面目で責任感の強い人」と
述べています。社会で活躍されている卒業生の皆様にはこの言葉
を心に刻み、日々の仕事に臨んでもらいたいと思います。
　本年より母校の客員教授に就任しました。今まで培ってきた危
機管理に関する知識を後輩である在学生に伝えていくことは、今
だからできる自分の役割だと考えています。今後、母校の人材育
成に貢献できるよう
尽力していきます。
疎遠となっている卒
業生の皆様も母校
の活動に目を向けて
くださるよう改めて
お願いします。

山下  裕貴さん

- なりたい自分になる -
 夢を実現させた卒業生へ聞く

株式会社日本製鋼所 顧問
日本文理大学 客員教授

（大分工業大学 工学部船舶工学科 1979年卒業）

卒業生インタビュー

首相官邸にて退官を安倍総理に報告

［日本文理大学］

大平  智博さん

独立行政法人 国立病院機構 
別府医療センター  診療放射線技師

（日本文理大学医療専門学校 診療放射線学科 2012年卒業）

［日本文理大学医療専門学校］

「一生続けられる仕事を」と、一念発起

　以前は営業の仕事をしていたのですが、医療分野で活躍してい
る友人の姿を知り、「一生続けられる仕事を」という思いから、
診療放射線技師になろうと決意。それで、日本文理大学医療専
門学校の診療放射線学科に入学しました。在学中は、日々の講
義がとても楽しかったです。というのもユニークな先生が多く、
講義後に質問に行ったときも真摯に対応してくださいましたし、
放射線取扱主任者１種の資格取得も勧めてくださったり、とても
手厚いフォローをしていただきました。

在学中に取得した資格を活かして活躍

　現在は、「別府医療センター」で主に一般撮影、CT、放射線
治療などのモダリティ（検査装置）を担当しています。一般撮影
やCTなどの検査では、目的に合った画像を迅速に提供すること

はもちろん、医師にこちらから必要であると感じた検査を提案す
ることもあります。放射線治療では、治療の計画から照射（治療）
まで担当するため、きちんと患部に当てるなど安全性と正確性が
求められます。治療では毎日同じ患者さんと接するため、コミュ
ニケーションやケアも重要です。プレッシャーは常に感じていま
すが、治療開始前には暗い表情をしていた患者さんから、治療後
に笑顔で「ありがとう」と感謝の言葉をいただくとき、とてもや
りがいを感じます。すべての患者さんに対して、「もし自分の家族
だったら」と考え丁寧な検査や治療を心がけています。また、放
射線取扱主任者の資格も活かし、放射線取扱主任者として、個人
被ばくの線量管理や放射線障害予防規程の改定も行っています。

国家試験の勉強、今では良い思い出に

　診療放射線技師はやりがいのある仕事です。国家試験に合格
するまでは大変ですが、振り返ってみると、国試に向けて仲間で
分担してテスト用のまとめノートを作成するなど、協力して勉強し
ていたのも良い思い出です。今、国家試験に向けて努力されてい
るみなさん、応援していますのでぜひがんばってください！

情報交換の場としての校友会

　日本文理大学医療専門学校の卒業生もいよいよ1,000名とい
う大台に乗ったと聞きます。
　とは言え、会員の方々の多くは若い世代です。これからの医療
を支えていく上で、一人一人が重要な人材ではないでしょうか。
　今の医療技術、そして今後の医療技術を知る為にも、知識を
共有し合う必要があるのではないかと考えます。そのための情報
交換の場として、この校友会があります。
　会員相互の力を合わせ、文理学園校友会及び日本文理大学医
療専門学校校友会を盛り上げていきましょう！

26歳頃の山下さん 
米軍海兵隊の訓練に参加

退官後初の母校訪問　菅理事長と懇談

国防の最前線で奮闘
危機管理のスペシャリストとして次のステージへ

友人をきっかけに新たな道へ
一生できる仕事に情熱をそそぐ

1979年 3月 大分工業大学（現日本文理大学）
  工学部船舶工学科 卒業
1979年 3月 陸上自衛隊入隊
2005年 1月 陸上幕僚監部人事部人事計画課長就任
2007年 3月 中部方面総監部幕僚副長就任
2009年 3月 自衛隊沖縄地方協力本部長就任
2010年 7月 東部方面総監部幕僚長兼
  朝霞駐屯地司令就任
2012年 7月 第３師団長就任
2013年 8月 陸上幕僚副長就任
2014年 8月 陸上自衛隊中部方面総監就任
2015年 8月 退官
2015年 12月 株式会社日本製鋼所顧問就任

プロフィール
2005年 大分大学　経済学部　卒業
2006年 サンテレホン株式会社　入社
2009年 サンテレホン株式会社　退社
2010年 日本文理大学医療専門学校
  診療放射線学科　入学
2013年 日本文理大学医療専門学校
  診療放射線学科　卒業
2013年 独立行政法人国立病院機構
  別府医療センター　入職

プロフィール

高い治療効果に繋がるため日頃の品質管理に余念がない
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部活に明け暮れた学生時代

　漕艇部が創設した年に入学、入部して勉強はそこそこに（笑）、
部活に明け暮れた学生生活でした。日田市の夜明ダムで合宿する
ことが多く、合宿所の奥さんが部員に手作りのネクタイをつくって
くれたり、梨をたくさんくれたり。練習が終わり、橋の上から川
に飛び込んで遊んだりと、まさに青春の日々でしたね。キャプテ
ンを務め、1955年の岐阜国体、66年の大分国体に出場し地元
大分国体では天皇杯を受賞。インターハイに出場するため青森に
も行くなど、良い成績を残しました。当時の賞状は、まだ学校に
残っているでしょうか?!

長年の夢を叶え、地元で起業

　卒業と同時に資格を取得でき、その後は進学の道もありました
が、好きで学んだ専門分野を活かし株式会社九州電気工事（現
株式会社九電工）に就職しました。東京で10年間勤務するなど、
30年余りの経験を経て、54歳のときに独立。地元で会社を構
えるという長年の夢を叶え、大分県内を駆け回っています。学校
や企業、官公庁の電気設備保安管理業務、電力売電事業、コン
サルタントや設備の修理・工事まで幅広くご相談を承っています
が、社会の役に立つ仕事に携わっているという部分にやりがいを
感じますし、「自分の腕で食べて行くんだ」という気概を持って
います。体力にも自信がありますが、これはやはり、漕艇部で培っ
たものでしょう。

インターンシップで技術を伝えたい

　現在は、男女問わず若者からベテランまで約20名余りの従業
員を抱えており、今年は新卒の大学生も１名採用したいと、人材
を募集しているところです。若者に技術を継承したいという思い
もあるので、インターンシップにもぜひ来てほしいですね。そし
て当社で学んだ学生さんが将来、電気業界への就職を目指してく
れると、とても嬉しく思います。
　また、このたび日本文理大学附属高等学校校友会長となり、
地域とのつながりを意識した教育に自分自身も協力できればと
思っています。まずは、インターンシップの受け入れにより、電
気業界がどういったものか知ってもらい、自分の修得した知識・
技術を次の世代に継承していくことが人としての務めだと認識を
新たにしています。

自分のしたい事に真剣に打ち込み、
自分の人生を価値あるものに
　
　資格取得を目指す方が多いと思いま
すが、それを取得し収入を得られるよ
うな変換能力がないと、ペーパードラ
イバーと同じで意味がなく、宝の持ち
腐れとなってしまいます。
　電気管理の世界で例えれば、電気主
任技術者の資格があってもその人間力、
技術、技能、診断能力、処理能力がな
ければ、有資格者の意味は薄いと考え
ます。社会人として日々奮闘されてい
る皆様には、身に着けた能力を十分に
発揮する努力を惜しまず、自分の人生
を豊かにしていってほしいと思います。

［日本文理大学附属高等学校］

新築の野岡校舎をバックに
初の大運動会で友人と

大 分国 体の
時、菅幸雄校
長（当時）より
励ましの電報
「ヨセンツウ
カオメデトウ 
サイゴマデベ
ストヲツクセ」

大分国体（日田市
夜明けダム競艇
場）での漕艇競技
全員の力を合わ
せ、３位でゴール

米澤　章さん
日本電気保安株式会社 代表

（佐伯高等学校 電気科 1967年卒業）

地元での起業を一念発起
次世代の人材育成に挑戦

　私は1986（昭和61）年桜花爛漫の 4月、開学20年にも
満たない日本文理大学に就任した。
　対面した前理事長の菅幸雄先生は、訥々とした語り口で、
大分県の高等教育とこれからの人材育成の必要性、学内教育
施設の設置計画、附属高校の状況、さらには大学の学生募集
を北は北海道から南は沖縄・台湾にまで拡げてきたこと等々
を説明して下さった。
　当時のキャンパスは、正門前に学生寮が２棟あり、事務棟・
食堂周辺は十分に整備されているとは言い難く、講義棟・実
験研究設備・グラウンドは大学として必要最小限度のもので
あったように思う。その後、整備事業が進められ、現在のよ
うに教育・研究・部活動を行う上で十分な施設設置には20
年余りを要し、徐々に円熟期に移行している。
　文理学園の教育は、文理学園校友会会報誌の創刊号に掲載
されているように、日本文理大学・医療専門学校・附属高校
の3つの組織によって行われ、九州内の私学として有数の総
合学園として発展を続けている。
　当時大学生の多くは大学近くの指定下宿や学生寮に居住し
ていた。中には寝起きのままの様な服装で登校していた者も
居たことを思い出す。休みがちの学生への連絡は、直接下宿
先の家主さんを通して行い、今日のように携帯電話などは考え
られない時代であった。
　就任後10年ほど経った頃であったであろうか、夏休みの或
る日の午後、私は事務棟の前で指定下宿オーナーの奥さんに
呼び止められた。当時学生部長職を担っていた私とは下宿と
の定期会合で顔見知りであった。話によると、前日の昼過ぎ
に妻子連れの男性が手土産持参で来訪、突然のことで問わず
語らずのうちに、15年程前に下宿で世話をしたS君であるこ
とが判明。寝起きが悪く欠席が多かった自分を毎朝起こし、
まるで母親のように送り出してくれたことへの感謝の言葉とと
もに今、広島の部品メーカーで係長をしており、休みを利用し
て車で九州旅行の途中でお世話になった下宿生活が懐かしく
立ち寄ったとのこと。滅多に帰省しない息子に比べ、彼の思い
に心打たれたことを切々と話していた。当時は地域ぐるみで学
生たちを育ててくれていたように思う。後日知ったことではあ
るが、中には教員の気質や試験の傾向までも把握していた家
主さんまでいたことは驚きであった。
　元気な学生達で賑わった下宿群も、今は近代的なワンルー
ムマンションに変わり、個人重視の生活様式に一変した。キャ
ンパスには、眩しい程のオシャレな女子学生が闊歩するように
なった。就任時、女子学生の姿が極めて少なかったことを思え
ば隔世の感がある。

　広範な教養・専門の教育課程に加え、隠れたカリキュラム
とも云える部活動は今、強い人間力を育んでいる。立派な運
動施設で躍動する部員、また地域との連携活動・ボランティ
ア活動・文化活動に出向く学生達の姿は、地域住民の眼に文
理学園の新しい校風として着々と根付いているようだ。
　思えば私が学長職2年目の2003年6月、硬式野球部が日
本一になった。応援席から離れた私の隣席で観戦していた40
歳位の男性が優勝決定の瞬間、周囲も気にしないで男泣きし
ていた。聞けば本学卒業生で、横浜の店を従業員に任せ神宮
球場に来たとのこと。大学名を誰も知らず、これで従業員達
に母校を自慢できると感激に浸っていた。
　今年７月下旬、附属高校では新校舎が落成した。大学の硬
式野球部・チアリーディングをはじめとする部活動の活躍はめ
ざましく、また医療専門学校生の国家試験合格率は、九州内
で毎年上位を占めるまでになった。
　最後に、全国各地から文理学園を目指し巣立った卒業生の
皆様、青春を謳歌し共に学んだ学園がさらに向上発展するよ
う、ご協力いただきたい。この校友会組織は卒業生と母校を
つなぐ役目を担っており、その活動の充実のためには、卒業
生の皆様の力強いバックアップが必要である。大分工業大学
から始まった日本文理大学も来年創立50周年を迎える。いま
いちど自分のアイデンティティを形成する場となった母校の発
展にご尽力いただきたい。文理学園に関わる全ての方々のつ
ながりを深め、更なる飛躍を強く願い、また自分もその一員と
して尽力していく所存である。

松　原　典　宏

学校法人文理学園理事
日本文理大学名誉教授

文理学園いまむかし、そして未来へ
文理学園と共に歩んで来られた方に、未来へつなぐ思いについて綴っていただきました。

とつとつ

1987年頃の日本文理大学キャンパスの航空写真
中央下部に２棟の学生寮が見える

1967年 3月 佐伯高等学校（現日本文理大学附属高等学校）
  電気科　卒業
1967年 2月 九州電気工事株式会社（現株式会社九電工）入社　
2002年 3月 九州電気工事株式会社（現株式会社九電工）退社
2002年 3月 有限会社　設備保守保全コンサルタント設立
2006年 6月 日本電気保安株式会社に社名変更

プロフィール

卒業生インタビュー

1986年 ４月 日本文理大学助教授
1988年 ４月 　　同 教授
1997年 ４月 　　同 工学部長
2001年 10月 　　同 学長
2009年 ３月 　　同 退職

プロフィール
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開所式に参加した地域の方々

ワークショップでの意見交換留学生との交流

小学生と大学生による提灯行列 フライトシミュレーションを体験

IT教室

株式会社三井住友銀行との調印式

リレーウォークの参加者

株式会社豊和銀行との調印式

■木佐上コミュニティーセンター開所

　少子高齢化が進む、大分市佐賀関地区で、失われつつあるコ
ミュニティーの賑わいと元気を再び取り戻すために、廃校となっ
た「木佐上小学校」跡地を利用した『木佐上コミュニティーセ
ンター』が開所されました。当日は、経営経済学部の学生たち
が地域の子供たちを招いて、クイズやゲームをとおして交流を
図りました。一方、工学部の学生たちはお年寄りを対象にＩＴ
教室を実施。スマートフォンやタブレットの機能活用術につい
て、実際に一緒に動作を確認しながら説明しました。今後も、
地域の方々と大学生の交流や、地域での学びの場として、さま
ざまな活動がスタートします。

■４金融機関との産学官金包括連携協定

　2014年度に文部科学省『地（知）の拠点整備事業』に選定さ
れ、人間力教育を発展させた地域創生人育成を進めています。
　一方、我が国の政策においては、地方創生のためには地域に
根差した企業・大学・自治体・金融機関との産学官金連携が、
地域の発展につながると重要視されており、本学も株式会社豊
和銀行（2015年1月）、大分県信用組合（2015年3月）、株
式会社大分銀行（2016年５月）、株式会社三井住友銀行
（2016年6月）の4金融機関との『包括連携協定』を締結。
　相互が開講する各種講座への講師派遣やインターンシップの
受入れをはじめとした、幅広いキャリア教育分野において連携
を図り、地域発展に向けた人材育成の質的な充実に貢献します。

■お仕事発見ランド in 犬飼

　2016年7月2日（土）に豊後大野市犬飼公民館にて「お仕
事発見ランドin犬飼」を開催。学科の特色を活かした9ブース
を出展し、第一部・第二部合わせて約70名の小学生がさまざ
まなお仕事を体験しました。当日はとても暑い中でのお仕事体
験となってしまいましたが、無事イベントを終えることが出来ま
した。参加してくれた小学生のみなさんはとても楽しそうにお
仕事体験に取り組んでいる様子でした。
　また、終了後には、豊後大野で活動を行っている『豊後大野
プロジェクト』の学生たちが企画の立案を行った「歩いて発見！
犬飼港のルーツを探ろう！」も開催されました。犬飼公民館で

犬飼港の歴史に関する紙芝居を披露した後、小学生と大学生合
わせて約80名で提灯行列を行いました。

■韓国料理教室＆ワークショップ

　2016年7月16日（土）に豊後大野市で韓国料理教室を開催。
地域の方々や高校生、ＮＢＵの留学生、日本人学生約50名が韓
国料理という食文化を通じて、交流を行いました。
　当日は地域の方から地元のお米で作ったおにぎり等の差し入
れもあり、たくさんの料理を満喫しました。
　食事のあとは「豊後大野市のPRについて」をテーマにグルー
プワークが行われました。地域の方ならではの意見や、若者な
らではの意見などを出し合い、グループで討議しまとめました。
　グループごとの発表は、大学生が行い、慣れたプレゼンテー
ションに拍手喝采をいただきました。

■リレー・フォー・ライフ に参加して8年目

　2007年、NBU創立40周年記念事業の一環でいのちを考え
ることをテーマに、リレー・フォー・ライフ・ジャパン大分主
催のリレーウォークを大学の陸上競技場で開催しました。その
後、日本文理大学医療専門学校は、8年連続でリレーウォーク
に参加しています。
　リレー・フォー・ライフとは、がん患者や家族、友人、医療
関係者、地域の支援者らが公園やグラウンドを会場に、交代で
24時間にわたって歩き続け、がん征圧への願いを込め、新たに
絆を深め合う催しであり、世界25ヵ国、約6,000ヵ所にわたり、
国内でも50ヵ所以上で開催されているがんと闘うためのチャリ
ティー活動です。
　本校の主な活動内容は、がん撲滅を願うリレーウォーク、希
望と勇気を与えるメッセージを寄せたルミナリエの製作、がん啓
発を促すクイズラリーによるテント企画、サバイバーズフラッグ
作りのサポートなどです。今回は、2015年10月10日（土）～
11日（日）に大分スポーツ公園で行われました。リレーウォー
ク終了後は、誰しもが達成感を覚え、明日の医療を担う強い使
命感が生まれたようにありま
す。がん撲滅は全人類の希望
そのものです。本校は今後も
希望を胸に歩き続けます。

■硬式野球部「第65回全日本大学野球選手権」出場

　「第95回九州地区大学野球選手権北部九州ブロック大会1部
リーグ」で3季ぶり20回目の優勝を飾り、「第65回全日本大
学野球選手権記念大会」に九州地区大学野球連盟北部九州ブ
ロック代表として3年ぶり6回目の出場を果たしました。残念な
ことに、今大会で優勝を飾った中京学院大学（東海地区大学野
球連盟代表）と1回戦で対戦し、初回の2失点がひびき、0対
2で惜敗しました。全国大会出場にあたり、多くのご声援をいた
だきありがとうございました。
また、今回の経験を活かし、
秋の明治神宮大会出場を目指し
て練習に励んでいきますので、
今後の活躍にご期待ください。

■サッカー部「第40回総理大臣杯
　全日本大学サッカートーナメント」出場

　2016年7月2日（土）に福岡フットボールセンターにて「第
40回九州大学サッカートーナメント大会」準々決勝が行われ、
昨年度優勝の福岡大学と対戦し、延長戦・PK戦の末、勝利し
ました。この結果により2016年8月6日（土）より堺市立サッ
カー・ナショナルトレーニングセンター他にて開催される「第
40回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント」の出場権を
獲得しました（12年ぶり3回目）。結果としては残念ながら、初
戦で関東学院大学と対戦し、PKの末惜しくも敗戦となりました。
　1977年にサッカー部専用グラウンドは、世界最高水準ドイ
ツ・ポリタン社の人工芝を導入し、昨年（2015年）2回目のリ
ニューアルを行いました。この最高の環境で今回の経験を糧に
練習に励んでいきます。また、
本学卒業生である西野晃平
（2005年工学部電気工学科卒
業）コーチらが指導者として活
躍しています。今後とも応援の
ほどよろしくお願いします。

　チアリーディング部、女子ソフトボール部、レスリング部
女子と女子が活躍している部活動が増えています。また、
選手だけではなく、その活躍を支える若い指導者の育成
にもNBUは力を注いでいます。その成果をご紹介します。

■チアリーディング部「JAPAN CUP2016」４連覇

　チアリーディング部は1993
年創設、部員8名からスタート
し、現在では男女混成の57名。
全国で約500チームある中で
常勝チームとしてのポジション
を保つまでに成長しました。2016年6月19日（日）に行われた「第
23回九州チアリーディング選手権大会」では優勝し、JAPAN

CUP2016への出場権を獲得しました。８月26日（金）～28日（日）
に国立代々木場第１体育館で行われたJAPAN CUP2016では
見事優勝し、４連覇を達成しました。ご声援ありがとうございました。

■「第51回全日本大学女子ソフトボール選手権大会」3位
　「第68回全日本総合女子ソフトボール選手権」出場

　2016年8月26日（金）～29日（月）に知覧平和公園多目的球場
（鹿児島県）で行われた「文部科学大臣杯第51回全日本大学女子
ソフトボール選手権大会」にて見事3位となり、1・2年生中心の
チームとしては大健闘となりました。また、別府市営市民球場（大
分県）で行われた「第68回全日本総合女子ソフトボール選手権大
会九州地区予選会」にて、昨年に続き2連覇を達成しました。今大
会の優勝で、「第68回全日本総合女子ソフトボール選手権」に九
州代表として出場します。9月
17日（土）～19日（月）に地元大
分の別府市営市民球場で試合
が行われます。優勝を目指して
頑張りますので、応援にぜひお
越しください。

■レスリング部　與那嶺優里選手
　「2016年ジュニア世界選手権大会」出場

　2016年4月3日（日）に駒沢オリンピック公園総合運動場体育
館（東京都）で開催された「ジュニアクイーンズカップ・レスリング
選手権大会」のジュニアの部51kg級で與那嶺優里選手（経営経
済学部２年・安部学院高等学校出身）が見事、初優勝しました。こ
の大会は、20歳までの女子が対象のレスリング全国大会で、最後
の出場機会での栄光となりました。この
優勝で、「2016年ジュニア世界選手権
大会」51kg級日本代表選手として出場
することが決定しました。8月29日（月）
～9月4日（日）フランスのマコンで行わ
れますので、皆様の声援をお願いします。

■レスリング部　武藤翔吾選手
　「アジアカデットレスリング選手権」出場

　2016年4月23日（土）～24日（日）に横浜文化体育館（神奈川
県）で行われたJOCジュニアオリンピックカップ大会・2016年度
全日本ジュニアレスリング選手権大会において、武藤翔吾選手が
フリースタイル100kg級で第2位となり、「2016アジアカデット
レスリング選手権大会」の日本選手団フリースタイル100kg級代
表として出場権を獲得しました。大会は、7月７日（木）から台湾の
台中市で行われ、初戦で韓国の
Ban Haksu氏と対戦し、惜しく
も0対2で敗れましたが、世界各
国の競技者と触れ合う良い経験
となりました。

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学附属高等学校日本文理大学

CAMPUS TOPICS
CAMPUS ACTIVITIES SPORTS
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　第２号の発刊が無事終了しました。会報誌の作成にあたり、ご協力いただいた皆様に心よりお礼申し上げます。今後は、会報誌の内容
と計画性について十分吟味し、会員の皆様に有意義な情報提供を行えるよう取り組んでいく所存です。会員の皆様には、是非本誌の広
告協賛を利用して、ビジネスチャンスを活かしていただけたら幸いです。また、本誌についてより良い内容にしていくために、ご意見等を
校友会事務局にお寄せ下さい。来年はいよいよ大学創立50周年です！ 次号はこれらの内容を中心にお伝えする予定です。

文理学園校友会
■日本文理大学附属高等学校へ記念事業の助成金贈呈
　日本文理大学附属高等学校が2015年度
で創立60周年を迎えるにあたり、菅会長から
田中校長へ記念事業の助成金の目録贈呈を
行いました。2015年10月10日（土）に行わ
れた記念式典をはじめ関連事業が盛大に行
われました。

　2015年11月14日、記念すべき第１回目の地域交流会を福岡県の福
岡ガーデンパレスにて開催しました。総勢100名ほどの卒業生が集い、
学科、学年の壁を越え、懐かしい旧友たちと学生時代の思い出や試験勉
強での苦労話など、各テーブルで大変な盛り上がりをみせていました。
　会場にいる卒業生は誰もが自信に満ち溢れ、それぞれの勤務先で活
躍され、日本文理大学医療専門学校から巣立った卒業生がそれぞれの
医療現場の中核を担うまで成長し、医療業界に貢献していると思うと本
校の存在価値の高さに改めて感心しました。
　お忙しい中、ご参加いただいた卒業生の皆様ありがとうございました。　2016年7月1日、日本文理大学附属高等

学校レスリング部武藤翔吾氏に活動助成金
を贈呈しました。武藤氏は、2016年7月７日
より台湾の台中市にて開催された「2016ア
ジアカデットレスリング選手権大会」に日本
選手団のフリースタイル100kg級代表とし
て出場しました。初戦で韓国のBan Haksu
氏と対戦し、惜しくも０対2で敗れましたが、これから競技者として世界で戦うために実りあ
る遠征となりました。

■日本文理大学硬式野球部へ活動助成金贈呈

■2015年度 地域交流会開催

文理学園校友会・日本文理大学校友会

日本文理大学医療専門学校校友会
報告

文理学園校友会 会報誌 第２号 発行日：2016年8月31日
発行者：文理学園校友会 〒870-0397大分県大分市一木1727 TEL:097-524-2658（直通） FAX:097-593-3400　編集協力・印刷：佐伯印刷株式会社

160831-045SK-EM

預り金
備品消耗品費
旅費交通費
印刷製本費
通信費
支払手数料
会議費
人件費
雑費
ホームページ運営費
会員データ管理システム費
周年記念事業助成費
借入金返済
小計
次年度繰越
合計

4,670,000
700,000
500,000

1,000,000
3,500,000

80,000
50,000

1,000,000
500,000
500,000
100,000

1,000,000
600,000

14,200,000
8,366,437

22,566,437

4,660,000
174,393
62,219

793,692
115,961
81,648
25,792

898,885
83,284

366,984
58,320

1,000,000
600,000

8,921,178
13,466,285
22,387,463

10,000
525,607
437,781
206,308

3,384,039
△ 1,648
24,208

101,115
416,716
133,016
41,680

0
0

5,278,822
△ 5,099,848

178,974

会費へ振替@10,000×462名、退学者返金@10,000×4名
事務用品（カメラ、パソコン等）、ロゴ制作等
役員総会
会報の発行等
会報の送付、既卒業生への入会案内送付等
学校法人文理学園へ会費徴収事務委託料
役員会お茶代、昼食懇談会
事務補佐職員の給与
オリジナルグッズの製作
ホームページ制作費

高校創立60周年記念事業助成費
学校法人文理学園からの借入金の返済（1/5回目）

支
出
の
部

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考
会費
雑収入
預り金
繰越金
合計

4,710,000
1,000

7,370,000
10,485,437
22,566,437

4,740,000
2,026

7,160,000
10,485,437
22,387,463

△ 30,000
△ 1,026
210,000

0
178,974

@10,000×463名（大学354、医療109）、@5,000×12名、@10,000×5名
利息等
@10,000×716名（大学313、医療119、高校122（H26生分）、高校162（H27生分） ）
前年度繰越金

収
入
の
部

　2016年6月1日、日本文理大学硬式野球
部に活動助成金を贈呈しました。日本文理大
学硬式野球部は、2016年6月6日より明治
神宮球場ならびに東京ドームにて開催され
た「第65回全日本大学野球選手権記念大
会」に出場しました（3年ぶり6回目の九州地
区大学野球連盟北部代表）。初戦で中京学院
大学（東海地区大学野球連盟代表）と対戦し、惜しくも0対2で敗れましたが、大会に確かな
足跡を残す活躍を見せました。

　2016年7月21日、日本文理大学サッカー
部に活動助成金を贈呈しました。日本文理大
学サッカー部は、2016年8月6日より堺市立
サッカー・ナショナルトレーニングセンターに
て開催された「第40回総理大臣杯全日本大
学サッカートーナメント」に出場しました（12
年ぶり3回目出場）。初戦で関東学院大学と
対戦し、PKの末惜しくも敗れましたが、この敗戦を糧に、９月から開催される「第３１回九州
大学サッカーリーグ」で上位を目指します。

文理学園校友会　2015年度　会計報告

■日本文理大学サッカー部へ活動助成金贈呈

会長及び副会長に、新たに４名が就任しました。
会　長　米澤 　章　氏（1966年卒）
副会長　髙瀬 　泉　氏（1972年卒）
副会長　大賀 孝徳　氏（1990年卒）
副会長　芦苅 隆弘　氏（1992年卒）
今後ともご支援とご協力のほどよろしくお願い致します。

■新役員就任

日本文理大学附属高等学校校友会

※日本文理大学附属高等学校では、平成26年度入学生（122名）より会費を徴収し、校友会事務局での処理が遅れたため、平成27年度に「預り金」計上としている。

（単位：円）

■日本文理大学附属高等学校レスリング部 武藤翔吾氏へ活動助成金贈呈

この度の熊本県・大分県内で発生した地震により被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
また、被災地等で救援・支援にご尽力されている方々に深く敬意を表しますとともに、一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。

編集後記

活 動 報 告

診療放射線学科
の参加者

臨床検査学科
の参加者

臨床工学科の
参加者

文理学園校友会ホームページ

URL：　http://www.nbu.ac.jp/~alumni-gakuen/

日時： 2016年11月12日（土曜日）
 18:00～20:00　受付 17:00～
場所： ホテルニュー長崎
 長崎県長崎市大黒町14番5号
 （長崎駅から徒歩１分）

■第２回　地域交流会 ＩＮ 長崎開催について

申請方法

文理学園校友会のホームページから各学校の住所
等の変更届の書式をダウンロードして、各校友会へ
郵便またはFAXにてお送りください。メールでも受け
付けています。　

日本文理大学医療専門学校校友会住所等の変更について 協賛広告について
　文理学園校友会では会員の皆様を支
援する目的で、本会報誌に掲載する協
賛広告を募集しています。ビジネスを始
め、幅広いPRに是非ご活用ください。
　詳しくは文理学園校友会事務局まで、
お気軽にお問い合わせください。

　文理学園校友会では、校友間の交流事業の一環として会員情
報の整理を行っています。お住まいやご連絡先に変更のあった
方は、各校友会へお早めにご連絡ください。

お 知 ら せ

参加者
大募集

中
です。
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